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(57)【要約】
【課題】テーブルタップについて使用電力量の警告およ
びたこ足配線の警告を行う。
【解決手段】警告機能付きテーブルタップ１１１の使用
電力測定部１２０は、コンセント口１２１毎に使用電力
量を測定する。記憶部１１９は、コンセント口１２１に
接続されている機器の過去の最大電力使用量等を記憶す
る。送受信部１１５は、配線接続ネットワーク表示端末
１０１から構成情報の送信命令を受信すると、その送信
命令に付加されている多重度情報に基づいてコンセント
口１２１毎にたこ足配線の多重度を求め、現在の使用電
力量と最大電力使用量とたこ足配線の多重度とを含む構
成情報をＰＬＣモデム１１７により送信する。配線接続
ネットワーク表示端末１０１の送受信部１０４は、送信
された構成情報をＰＬＣモデム１０５により受信する。
データ処理部１０３は、受信された構成情報に基づいて
警告情報を作成する。表示部１０２は、作成された警告
情報を表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末とを有するテーブルタ
ップ警告システムであって、
　前記警告機能付きテーブルタップが、
　複数のコンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第１のＰＬＣモデムと、
　前記コンセント口毎に、使用電力量を測定する第１の使用電力量測定手段と、
　前記コンセント口毎に、前記第１の使用電力量測定手段によって過去に測定された最大
の使用電力量である最大電力使用量を記憶する最大電力使用量記憶手段と、
　前記コンセント口毎に、たこ足配線の多重度を求める第１の多重度取得手段と、
　前記第１の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記最大電力
使用量記憶手段に記憶されている最大電力使用量と、前記第１の多重度取得手段によって
求められたたこ足配線の多重度とを含む第１の構成情報を前記第１のＰＬＣモデムにより
送信する第１の構成情報送信手段と、
　を備え、
　前記配線接続ネットワーク表示端末が、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第２のＰＬＣモデムと、
　前記警告機能付きテーブルタップから送信された前記第１の構成情報を前記第２のＰＬ
Ｃモデムにより受信する第１の構成情報受信手段と、
　前記第１の構成情報受信手段によって受信された第１の構成情報に含まれる現在の使用
電力量と最大電力使用量とたこ足配線の多重度とに基づいて所定の警告情報を作成する警
告情報作成手段と、
　前記警告情報作成手段によって作成された警告情報を表示する表示手段と、
　を備える、
　ことを特徴とするテーブルタップ警告システム。
【請求項２】
　前記第１の使用電力量測定手段と前記第１の多重度取得手段とを有していないテーブル
タップのコンセント口に接続される補助プラグを備え、
　前記補助プラグが、
　補助コンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第３のＰＬＣモデムと、
　前記補助コンセント口における使用電力量を測定する第２の使用電力量測定手段と、
　当該補助プラグにおけるたこ足配線の多重度を求める第２の多重度取得手段と、
　前記第２の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記第２の多
重度取得手段によって求められたたこ足配線の多重度とを含む第２の構成情報を前記第３
のＰＬＣモデムにより送信する第２の構成情報送信手段と、
　を有し、
　前記警告機能付きテーブルタップは、
　前記補助プラグの第２の構成情報送信手段によって送信される第２の構成情報を前記第
１のＰＬＣモデムにより受信する第２の構成情報受信手段を備え、
　前記第１の構成情報送信手段が、前記第１の構成情報とともに前記第２の構成情報受信
手段によって受信された第２の構成情報を送信し、
　前記配線接続ネットワーク表示端末は、
　前記第１の構成情報受信手段が、前記第１の構成情報とともに前記第２の構成情報を受
信し、
　前記警告情報作成手段が、前記第１の構成情報に含まれる現在の使用電力量と最大電力
使用量とたこ足配線の多重度および前記第２の構成情報に含まれる現在の使用電力量とた
こ足配線の多重度に基づいて所定の警告情報を作成する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のテーブルタップ警告システム。
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【請求項３】
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末とを有するテーブルタ
ップ警告システムで用いられる警告機能付きテーブルタップであって、
　複数のコンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第１のＰＬＣモデムと、
　前記コンセント口毎に、使用電力量を測定する第１の使用電力量測定手段と、
　前記コンセント口毎に、前記第１の使用電力量測定手段によって過去に測定された最大
の使用電力量である最大電力使用量を記憶する最大電力使用量記憶手段と、
　前記コンセント口毎に、たこ足配線の多重度を求める第１の多重度取得手段と、
　前記第１の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記最大電力
使用量記憶手段に記憶されている最大電力使用量と、前記第１の多重度取得手段によって
求められたたこ足配線の多重度とを含む第１の構成情報を前記第１のＰＬＣモデムにより
送信する第１の構成情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする警告機能付きテーブルタップ。
【請求項４】
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末と、補助プラグとを有
するテーブルタップ警告システムで用いられ、テーブルタップのコンセント口に接続され
る補助プラグであって、
　補助コンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第３のＰＬＣモデムと、
　前記補助コンセント口における使用電力量を測定する第２の使用電力量測定手段と、
　当該補助プラグにおけるたこ足配線の多重度を求める第２の多重度取得手段と、
　前記第２の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記第２の多
重度取得手段によって求められたたこ足配線の多重度とを含む第２の構成情報を前記第３
のＰＬＣモデムにより送信する第２の構成情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする補助プラグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テーブルタップにおける消費電力量及び多重配線状態の警告を行うテーブル
タップ警告システム、警告機能付きテーブルタップおよび補助プラグに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気機器の利便性の良い配置、配線の管理を行うために、電力コードの延長や配線の集
中は必要不可欠であり、これを実現するためにテーブルタップが用いられている。
　また、近年の地球温暖化や環境問題への意識の高まりから、エコ活動、省エネ活動が活
発となってきており、無駄な電力を意識的にカットすることが叫ばれる様になっている。
【０００３】
　この省エネ活動を支援するために、スイッチの状態をＯＮからＯＦＦに切り替えること
で通電を遮断し、待機電力をカットできるスイッチ付きテーブルタップを用いることがで
きる。スイッチ付きテーブルタップには、テーブルタップ全体で１つのスイッチが付いて
いるものや、コンセント口毎にスイッチが付いているもの、またはそれら両種のスイッチ
が付いているものがある（例えば、特許文献１参照）。例えば、コンセント口毎にスイッ
チが付いているテーブルタップでは、各スイッチの状態をＯＮからＯＦＦに切り替えるこ
とで対象となるコンセント口の通電状態を個別に変更することができる。
　このようなスイッチ付きテーブルタップでは、スイッチのＯＮ／ＯＦＦの切り替えによ
り使用電力量削減を実施することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００７－１０３２５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来のスイッチ付きテーブルタップでは、使用電力量が視覚的に分からないた
め、スイッチのＯＮ／ＯＦＦは管理者主導による部分が大きかった。
　また、従来のスイッチ付きテーブルタップでは、テーブルタップにテーブルタップを繋
ぐと言った多重度を上げたたこ足配線における危険性や、その危険部位を知ることはでき
なかった。
【０００６】
　本発明の目的は、テーブルタップについて使用電力量の警告および多重度を上げたたこ
足配線の警告を行うことができるテーブルタップ警告システム、警告機能付きテーブルタ
ップおよび補助プラグを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明のテーブルタップ警告システムは、
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末とを有するテーブルタ
ップ警告システムであって、
　前記警告機能付きテーブルタップが、
　複数のコンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第１のＰＬＣモデムと、
　前記コンセント口毎に、使用電力量を測定する第１の使用電力量測定手段と、
　前記コンセント口毎に、前記第１の使用電力量測定手段によって過去に測定された最大
の使用電力量である最大電力使用量を記憶する最大電力使用量記憶手段と、
　前記コンセント口毎に、たこ足配線の多重度を求める第１の多重度取得手段と、
　前記第１の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記最大電力
使用量記憶手段に記憶されている最大電力使用量と、前記第１の多重度取得手段によって
求められたたこ足配線の多重度とを含む第１の構成情報を前記第１のＰＬＣモデムにより
送信する第１の構成情報送信手段と、
　を備え、
　前記配線接続ネットワーク表示端末が、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第２のＰＬＣモデムと、
　前記警告機能付きテーブルタップから送信された前記第１の構成情報を前記第２のＰＬ
Ｃモデムにより受信する第１の構成情報受信手段と、
　前記第１の構成情報受信手段によって受信された第１の構成情報に含まれる現在の使用
電力量と最大電力使用量とたこ足配線の多重度とに基づいて所定の警告情報を作成する警
告情報作成手段と、
　前記警告情報作成手段によって作成された警告情報を表示する表示手段と、
　を備える。
【０００８】
　好ましくは、本発明のテーブルタップ警告システムは、
　前記第１の使用電力量測定手段と前記第１の多重度取得手段とを有していないテーブル
タップのコンセント口に接続される補助プラグを備え、
　前記補助プラグが、
　補助コンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第３のＰＬＣモデムと、
　前記補助コンセント口における使用電力量を測定する第２の使用電力量測定手段と、
　当該補助プラグにおけるたこ足配線の多重度を求める第２の多重度取得手段と、
　前記第２の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記第２の多
重度取得手段によって求められたたこ足配線の多重度とを含む第２の構成情報を前記第３
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のＰＬＣモデムにより送信する第２の構成情報送信手段と、
　を有し、
　前記警告機能付きテーブルタップは、
　前記補助プラグの第２の構成情報送信手段によって送信される第２の構成情報を前記第
１のＰＬＣモデムにより受信する第２の構成情報受信手段を備え、
　前記第１の構成情報送信手段が、前記第１の構成情報とともに前記第２の構成情報受信
手段によって受信された第２の構成情報を送信し、
　前記配線接続ネットワーク表示端末は、
　前記第１の構成情報受信手段が、前記第１の構成情報とともに前記第２の構成情報を受
信し、
　前記警告情報作成手段が、前記第１の構成情報に含まれる現在の使用電力量と最大電力
使用量とたこ足配線の多重度および前記第２の構成情報に含まれる現在の使用電力量とた
こ足配線の多重度に基づいて所定の警告情報を作成する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のテーブルタップ警告システム。
【０００９】
　また、本発明の警告機能付きテーブルタップは、
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末とを有するテーブルタ
ップ警告システムで用いられる警告機能付きテーブルタップであって、
　複数のコンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第１のＰＬＣモデムと、
　前記コンセント口毎に、使用電力量を測定する第１の使用電力量測定手段と、
　前記コンセント口毎に、前記第１の使用電力量測定手段によって過去に測定された最大
の使用電力量である最大電力使用量を記憶する最大電力使用量記憶手段と、
　前記コンセント口毎に、たこ足配線の多重度を求める第１の多重度取得手段と、
　前記第１の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記最大電力
使用量記憶手段に記憶されている最大電力使用量と、前記第１の多重度取得手段によって
求められたたこ足配線の多重度とを含む第１の構成情報を前記第１のＰＬＣモデムにより
送信する第１の構成情報送信手段と、
　を備える。
【００１０】
　また、本発明の補助プラグは、
　警告機能付きテーブルタップと、配線接続ネットワーク表示端末と、補助プラグとを有
するテーブルタップ警告システムで用いられ、テーブルタップのコンセント口に接続され
る補助プラグであって、
　補助コンセント口と、
　電気配線を利用してデータ通信を行う第３のＰＬＣモデムと、
　前記補助コンセント口における使用電力量を測定する第２の使用電力量測定手段と、
　当該補助プラグにおけるたこ足配線の多重度を求める第２の多重度取得手段と、
　前記第２の使用電力量測定手段によって測定された現在の使用電力量と、前記第２の多
重度取得手段によって求められたたこ足配線の多重度とを含む第２の構成情報を前記第３
のＰＬＣモデムにより送信する第２の構成情報送信手段と、
　を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、テーブルタップについて使用電力量の警告および多重度を上げたたこ
足配線の警告を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係るテーブルタップ警告システムの構成の一例を示す図であ
る。
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【図２】警告機能付きテーブルタップの記憶部に保持される接続情報テーブルの一例を示
す図である。
【図３】配線接続ネットワーク図作成処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】配線接続ネットワーク図の表示例を示す図である。
【図５】警告機能付きテーブルタップにおける構成情報提供処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図６】補助プラグにおける構成情報提供処理の一例を示すフローチャートである。
【図７】警告機能付きテーブルタップにおける多重度警告表示処理の一例を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施形態に係るテーブルタップ警告システムについて、図面を参照しながら以
下に詳細に説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係るテーブルタップ警告システムの構成の一例を示す。
　本発明の実施形態に係るテーブルタップ警告システムは、配線接続ネットワーク表示端
末１０１と、警告機能付きテーブルタップ１１１と、補助プラグ１２３とで構成される。
　図１において、配線接続ネットワーク表示端末１０１には、警告機能付きテーブルタッ
プ１１１が接続されている。警告機能付きテーブルタップ１１１には機器Ａ１３１および
既存のテーブルタップ１２８が接続されており、既存のテーブルタップ１２８には補助プ
ラグ１２３が接続され、補助プラグ１２３に機器Ｂ１３３が接続されている。
【００１４】
　従って、図１は、配線接続ネットワーク表示端末１０１の配下に、警告機能付きテーブ
ルタップ１１１と、機器Ａ１３１と、既存のテーブルタップ１２８と、補助プラグ１２３
と、機器Ｂ１３３とが接続された１つの配線ネットワークが形成されている状態を示す。
　例えば、警告機能付きテーブルタップ１１１にテレビや電気ポットおよび既存のテーブ
ルタップが接続され、既存のテーブルタップに更に携帯の充電器やＰＣの電源が接続され
ているような配線接続ネットワークがある。
【００１５】
　配線接続ネットワーク表示端末１０１は、表示部１０２と、データ処理部１０３と、送
受信部１０４と、ＰＬＣ（Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃｔｉｏｎｓ）モデム
１０５と、表示処理部１０６と、操作部１０７と、起動スイッチ１０８と、コンセント口
１０９と、接続プラグ１１０とで構成されている。
　表示部１０２は、配線接続ネットワーク表示端末１０１の配下に形成された配線接続ネ
ットワークのネットワーク図と所定の警告を表示する。
　表示処理部１０６は、表示部１０２の表示処理を実施する。
　データ処理部１０３は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等で構
成されるメモリを含み、表示部１０２に表示するためのデータを処理する。データ処理部
１０３は、配線接続ネットワーク図を作成・更新する。また、データ処理部１０３は、配
下の警告機能付きテーブルタップ１１１と補助プラグ１２３から受信したたこ足配線の多
重度、最大電力使用量及び現在使用中の使用電力量等を含む構成情報をメモリに記憶する
。そして、データ処理部１０３は、メモリに記憶されている構成情報を利用し、多重接続
が３重以上になっている箇所や最大電力使用量の合計値が警告機能付きテーブルタップ１
１１の供給電力量を超える箇所、現在使用中の電力量が警告機能付きテーブルタップ１１
１の供給電力量を超える箇所等の判定を行い、危険部位を特定して警告情報の表示処理を
表示処理部１０６に実行させる。
　送受信部１０４は、配下の警告機能付きテーブルタップ１１１および補助プラグ１２３
と情報のやり取りを行う。
　ＰＬＣモデム１０５は、電力線を通信経路として利用するための変換機としての役割を
持つ。
【００１６】
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　操作部１０７は、表示部１０２に表示された配線接続ネットワーク図が画面内に表示し
きれない場合に配線接続ネットワーク図を確認するために表示箇所を移動させる操作を受
け付ける。
　起動スイッチ１０８は、配線接続ネットワーク表示端末１０１の配下に形成された配線
接続ネットワークのネットワーク図と所定の警告を表示するための処理開始の指示を受け
付ける。
　コンセント口１０９には、配線接続ネットワーク表示端末１０１の配下に配線接続ネッ
トワークを構成させるために、警告機能付きテーブルタップ１１１の接続プラグ１１２が
挿入される。
　接続プラグ１１０は、家庭用電源から電力供給を受けるためにコンセント等に接続され
る。
【００１７】
　警告機能付きテーブルタップ１１１は、接続プラグ１１２と、起動スイッチ１１３と、
データ処理部１１４と、送受信部１１５と、表示部１１６と、ＰＬＣモデム１１７と、表
示処理部１１８と、記憶部１１９と、使用電力量測定部１２０と、コンセント口１２１と
、電源スイッチ１２２とで構成されている。
　表示部１１６は、警告情報を表示する。表示処理部１１８は、警告情報の表示処理を実
施する。
　データ処理部１１４は、ＲＡＭ等で構成されるメモリを含み、メモリに各コンセント口
１２１のたこ足配線の多重度を記憶する。また、データ処理部１１４は、後述する図２の
接続情報テーブルの作成・更新処理や表示するためのデータの処理等を行う。
　送受信部１１５は、上位の配線接続ネットワーク表示端末１０１や配下の補助プラグ１
２３と情報のやり取りを行う。送受信部１１５は、配線接続ネットワーク表示端末１０１
から構成情報の送信命令を受信すると、その送信命令に付加されている多重度情報等に基
づいて各コンセント口１２１のたこ足配線の多重度を求めるとともに、多重度情報をイン
クリメントして構成情報の送信命令を配下の機器へ送信する。
【００１８】
　使用電力量測定部１２０は、コンセント口１２１毎の使用電力量を測定する。記憶部１
１９は、後述する図２の接続情報テーブルを記憶する。接続情報テーブルには、コンセン
ト口１２１に現在接続されている機器の過去最大の使用電力量等が格納される。
　電源スイッチ１２２は、各コンセント口１２１への電力供給のＯＮ／ＯＦＦを切り替え
る。
　コンセント口１２１には、機器Ａ１３１の接続プラグ１３２や既存のテーブルタップ１
２８の接続プラグ１３０等が接続される。
　起動スイッチ１１３は、警告機能を起動するためのスイッチである。
【００１９】
　補助プラグ１２３は、既存のテーブルタップ１２８と機器Ｂ１２３の間に配置され、既
存のテーブルタップ１２８を利用している場合でも配線接続ネットワーク表示端末１０１
や警告機能付きテーブルタップ１１１等と情報のやり取りを可能とするために使用される
。
　補助プラグ１２３は、ＰＬＣモデム１２５と、送受信部１２６と、使用電力量測定部１
２７と、補助コンセント口であるコンセント口１２４とで構成されている。
　ＰＬＣモデム１２５は、電力線を通信経路として利用するための変換機としての役割を
持つ。
　送受信部１２６は、上位の警告機能付きテーブルタップ１１１や配線接続ネットワーク
表示端末１０１等と情報のやり取りを行う。また、送受信部１２６は、警告機能付きテー
ブルタップ１１１等から構成情報の送信命令を受信すると、その送信命令に付加されてい
る多重度情報をたこ足配線の多重度として取得する。
　使用電力量測定部１２７は、コンセント口１２４の使用電力量を測定する。
　コンセント口１２４には、機器Ｂの接続プラグ１３４が接続される。
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【００２０】
　図２は、警告機能付きテーブルタップ１１１の記憶部１１９に保持される接続情報テー
ブルの一例を示す。接続情報テーブルは、図２に示すように、コンセント口番号２０１、
コンセント利用状態２０２、電源スイッチＯＮ／ＯＦＦ状態２０３、機器情報２０４、最
大電力使用量２０５から構成されている。
　コンセント利用状態２０２は、「０」のとき未使用（すなわち、コンセントに機器が接
続されていない）、「１」のとき利用中（すなわち、コンセントに機器が接続されている
）を示す。電源スイッチＯＮ／ＯＦＦ状態２０３は、「０」のときＯＦＦ状態、「１」の
ときＯＮ状態を示す。
【００２１】
　機器情報２０４は、警告機能付きテーブルタップ１１１がコンセント口１２１に接続さ
れている機器の機器情報を取得できる場合に接続情報テーブルに登録される。警告機能付
きテーブルタップ１１１が機器情報を取得できない場合には、接続情報テーブルの機器情
報２０４には「不明」が格納される。
　例えば、コンセント口１２１に接続されている機器がＰＬＣモデムを内蔵しており、そ
れらの内部の記憶部に記憶している機器情報を警告機能付きテーブルタップ１１１に送信
できる場合に、警告機能付きテーブルタップ１１１はその機器の機器情報をＰＬＣモデム
１１７で受信することにより、その機器の機器情報を取得することができる。
　また、コンセント利用状態２０２が「０」（すなわち、未使用）のコンセント口の機器
情報２０４には「ＮＵＬＬ」が登録される。
　最大電力使用量２０５には、コンセント口１２１に現在接続されている機器の過去にお
ける最大の使用電力量が登録される。
【００２２】
　例えば、警告機能付きテーブルタップ１１１のコンセント口０番に電気ポットを接続し
たとする。この電気ポットは保温時２００Ｗ、湯沸し時９０５Ｗの電力を消費し、過去に
１度湯沸しを行っており、現在保温中の場合、記憶部１１９のテーブル情報は、コンセン
ト口番号２０１として「０」、コンセント利用状態２０２として利用中を示す「１」、電
源スイッチＯＮ／ＯＦＦ状態２０３はＯＮ状態を示す「１」、機器情報２０４として「電
気ポットの機器情報」、最大電力使用量２０５として「９０５」が登録されていることと
なる。
【００２３】
　警告機能付きテーブルタップ１１１のデータ処理部１１４は、接続情報テーブルについ
て、例えば、コンセント口１２１の一つに接続プラグが接続された時点および電源スイッ
チ１２２のＯＮ／ＯＦＦ状態が変化した時点でそのコンセント口１２１に対応するコンセ
ント口番号２０１のレコード情報を更新する。そして、コンセント口１２１の一つから接
続プラグが抜かれた時点でそのコンセント口１２１に対応するコンセント口番号２０１の
レコード情報をクリアする。
【００２４】
　また、使用電力量測定部１２０は、各コンセント口１２１について所定の間隔で（例え
ば、１０分毎に）使用電力量を測定する。測定した結果、現在の使用電力量が最大電力使
用量２０５に格納されている過去の最大電力使用量を超えている場合に、最大電力使用量
２０５の情報を更新する。
　記憶部１１９に接続情報テーブルを保持することにより、警告機能付きテーブルタップ
１１１における最大電力使用量を知ることができ、より精度の高い警告を行うことができ
る。
【００２５】
　図３は、配線接続ネットワーク図作成処理の一例を示すフローチャートである。
　利用者が、起動スイッチ１０８を押し、配線接続ネットワーク図の表示を指示した時、
送受信部１０４は、配下の警告機能付きテーブルタップ１１１や補助プラグ１２３に対し
て構成情報を送信するように指示する送信命令をＰＬＣモデム１０５を経由して配信する
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(Ｓ３０１)。なお、構成情報を送信するように指示する命令を送る際には、多重度情報と
して「１」を付加した状態で命令を送信する。
　次に、送受信部１０４は配下の警告機能付きテーブルタップ１１１や補助プラグ１２３
からの応答を待ち、受信した応答情報が終了コードであるか否かを判定する（Ｓ３０２）
。送受信部１０４は、終了コードを受信していない場合（Ｓ３０２：ＮＯ）は、警告機能
付きテーブルタップ１１１または補助プラグ１２３から構成情報を受信したか否か判定し
（Ｓ３０３）、構成情報を受信した場合（Ｓ３０３：ＹＥＳ）は、警告機能付きテーブル
タップ１１１からは各コンセント口１２１についてたこ足配線の多重度、コンセント口番
号２０１、機器情報２０４、最大電力使用量２０５、使用中の電力量の情報が提供されて
いるか否か判定する。また、補助プラグ１２３からはたこ足配線の多重度と使用中の電力
量の情報が提供されているか否か判定する。警告機能付きテーブルタップ１１１または補
助プラグ１２３からこれらの情報が提供されている場合、送受信部１０４はそれらの情報
をデータ処理部１０３に渡し、データ処理部１０３は配線接続ネットワーク図を作成また
は更新する（Ｓ３０４）。
【００２６】
　一方、終了コードを受信した場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ）は、データ処理部１０３が内部
的に保持している一時領域であるメモリ内に保存している情報を利用し、多重接続が３重
以上になっている箇所や最大電力使用量の合計値が警告機能付きテーブルタップ１１１の
供給電力量を超える箇所、使用中の電力量が警告機能付きテーブルタップ１１１の供給電
力量を超える箇所等の判定を行い、危険部位を特定する（Ｓ３０５）。
　最後に特定した危険部位に対する警告情報を配線接続ネットワーク図上に表示する（Ｓ
３０６）。
　上述した処理の結果として、図４に示すような配線接続ネットワーク図が表示部１０２
に表示される。
なお、終了コードを受信したか否かの判断（Ｓ３０２)において、一定時間が経過した場
合はタイムアウトしたと判断し、終了コードを受信した場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ)と同様
の処理に進む。
【００２７】
　図５は、警告機能付きテーブルタップ１１１の構成情報提供処理の一例を示すフローチ
ャートである。
　利用者が配線接続ネットワーク表示端末１０１の起動スイッチ１０８を押し、配線接続
ネットワーク図の表示を指示した場合、警告機能付きテーブルタップ１１１の送受信部１
１４は構成情報の送信命令を受信する（Ｓ４０１）。
【００２８】
　送受信部１１５は、構成情報の送信命令を受信すると、警告機能付きテーブルタップ１
１１に存在する全てのコンセント口１２１における構成情報を上位機器に送信したか否か
の確認を行い（Ｓ４０２）、未送信のコンセント口１２１が残っている場合（Ｓ４０２：
ＮＯ）は、対象となるコンセント口１２１の情報を記憶部１１９に保持されている接続情
報テーブルから取得する（ステップ４０３）。
　次に、送受信部１１５は、接続情報テーブルから取得した機器情報２０４がテーブルタ
ップ又は不明な機器の情報であるか否かの判断を行い（Ｓ４０４）、テーブルタップ又は
不明な機器となっていた場合（Ｓ４０４：ＹＥＳ）は、ステップ４０１で受信した構成情
報の送信命令に付加されている多重度情報をインクリメントして構成情報の送信命令を配
下の機器へ送信する（Ｓ４０７）。
　その後、送受信部１１５は、配下の機器からの回答を受信した場合、終了コードを受信
したか否かの判断を行う（Ｓ４０８）。終了コードを受信していない場合（Ｓ４０８：Ｎ
Ｏ）は、配下の機器から送信された構成情報を中継し、上位の機器へ送信する（Ｓ４０９
）。
【００２９】
　一方、終了コードを受信した場合（Ｓ４０８：ＹＥＳ）は、送受信部１１５は、対象と
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なっているコンセント口１２１の構成情報の送信処理へ戻り、使用電力量測定部１２０へ
使用電力量の測定を指示して使用電力量測定部１２０に測定を行わせる（Ｓ４０５）。
　次に、送受信部１１５は、たこ足配線の多重度、記憶部１１９に保持されている接続情
報テーブルに登録されていたコンセント口番号２０１、機器情報２０４、最大電力使用量
２０５、測定した使用電力量の情報を対象となっているコンセント口１２１の構成情報と
してまとめて上位機器へ送信し（Ｓ４０６）、ステップＳ４０２の全てのコンセント口の
構成情報を送信したか否かの判断に戻る。
　なお、機器情報がテーブルタップ又は不明であるかの判断において（Ｓ４０４）、テー
ブルタップ及び不明機器ではないと判断された場合（Ｓ４０４：ＮＯ）、送受信部１１５
は、使用電力量測定部１２０へ使用電力量の測定を指示して使用電力量測定部１２０に測
定を行わせ（Ｓ４０５）、たこ足配線の多重度、記憶部１１９に保持されている接続情報
テーブルに登録されていたコンセント口番号２０１、機器情報２０４、最大電力使用量２
０５、ステップＳ４０５で測定した使用電力量の情報を構成情報としてまとめて上位機器
へ送信し（Ｓ４０６）、ステップＳ４０２の全てのコンセント口の構成情報を送信したか
否かの判断に戻る。
　最後に、全てのコンセント口の構成情報を送信したか否かの判断（Ｓ４０２）にて全て
のコンセント口の構成情報を送信したとの判断がされた場合（Ｓ４０２：ＹＥＳ）、終了
コードを送信する（Ｓ４１０）。
　なお、終了コードを受信したか否かの判定（Ｓ４０８）において、一定時間が経過した
場合には送受信部１１５はタイムアウトしたと判断し、終了コードを受信した場合（Ｓ４
０８：ＹＥＳ）と同様の処理に進む。
【００３０】
　図６は、補助プラグ１２３の構成情報提供処理の一例を示すフローチャートである。
　送受信部１２６は、上位の機器（配線接続ネットワーク表示端末１０１または警告機能
付きテーブルタップ１１１）から構成情報を送信することを指示する命令を受信する（Ｓ
５０１）と、コンセント口１２４の使用電力量を使用電力量測定部１２７で測定する（Ｓ
５０２）。そして、送受信部１２６は、上位の機器に対して、補助プラグ１２３における
たこ足配線の多重度（命令を受信した際に指定されていた多重度情報）および測定した使
用電力量を構成情報としてまとめて上位の機器に送信し（Ｓ５０３）、終了コードを送信
する（Ｓ５０４）。
【００３１】
　図７は、警告機能付きテーブルタップ１１１の警告表示処理の一例を示すフローチャー
トである。
　配線接続ネットワーク表示端末１０１を利用していない場合でも、警告機能付きテーブ
ルタップ１１１で簡易の警告を表示することができる。この場合、図７に示すように、利
用者が起動スイッチ１１３を押して警告の表示を指示した時、送受信部１１５は、まず最
初に、警告機能付きテーブルタップ１１１に存在する全てのコンセント口１２１に対する
記憶部１１９に保持されている接続情報テーブルの内容確認が終了しているか否か判定を
行う（Ｓ６０１）。内容確認が終わっていないコンセント口がある場合（Ｓ６０１：ＮＯ
）は、記憶部１１９に保持されている接続情報テーブルの内容を確認する（Ｓ６０２）。
　そして、機器情報２０４に保持されている情報がテーブルタップ又は不明であるか否か
の判定を行い（Ｓ６０３）、テーブルタップ又は不明であると判断された場合（Ｓ６０３
：ＹＥＳ）、多重度情報として例えば「２」を付加した構成情報の送信命令を配下の機器
へ送信する（Ｓ６０４）。
【００３２】
　次に、送受信部１１５は配下の機器からの回答を受信するまで待機状態となり、配下の
機器から何らかの回答を受信した場合に終了コードを受信したか否かの判定を行う（Ｓ６
０５）。判定の結果、終了コードでないと判断された場合（Ｓ６０５：ＮＯ）は、受信し
た情報に含まれるたこ足配線の多重度と一時情報としてデータ処理部１１４の内部メモリ
内に保持している対象となるコンセント口１２１のたこ足配線の多重度を比較し、受信情
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報に含まれるたこ足配線の多重度が大きい場合は一時情報としてデータ処理部１１４の内
部メモリ内に保持しているたこ足配線の多重度を受信情報に含まれるたこ足配線の多重度
で上書きし（Ｓ６０６）、回答の受信待機状態に戻る。
【００３３】
　一方、何らかの回答を受信した場合に終了コードを受信したか否かの判定（Ｓ６０５）
において、終了コードを受信したと判断された場合（Ｓ６０５：ＹＥＳ）や、機器情報２
０４に保持されている情報がテーブルタップ及び不明であるか否かの判定（Ｓ６０３）に
おいて、テーブルタップ及び不明ではないと判断された場合（Ｓ６０３：ＮＯ）、全ての
コンセント口１２１に対する記憶部１１９に保持されている接続情報テーブルの内容確認
が終了しているか否かの判定（Ｓ６０１）に戻る。
　なお、終了コードを受信したか否かの判定（Ｓ６０５）において、一定時間が経過した
場合はタイムアウトしたと判断し、終了コードを受信した場合（Ｓ６０５：ＹＥＳ）と同
様の処理に進む。
【００３４】
　また、全てのコンセント口１２１に対する記憶部１１９に保持されている接続情報テー
ブルの内容確認が終了しているか否かの判定（Ｓ６０１）において、全てのコンセント口
１２１の内容確認が完了したと判断された場合（Ｓ６０１：ＹＥＳ）、使用電力量測定部
１２０を利用して、各コンセント口１２１の使用電力量を測定し（Ｓ６０７）、使用中の
電力量がテーブルタップの供給電力量を超えるか、一時情報としてデータ処理部１１４の
内部メモリ内に保持しているたこ足配線の多重度において多重接続が３重以上になってい
る箇所がないかの警告判定を行い（Ｓ６０８）、使用中の電力量、各コンセント口のたこ
足配線の多重度等の警告判定により警告が必要と判断された情報を表示部１１６に表示す
る（Ｓ６０９）。
【００３５】
　本発明によれば、テーブルタップについて使用電力量の警告やたこ足配線の警告をユー
ザに行うことができる。また、テーブルタップの配線接続ネットワーク表示を行う専用表
示端末による視覚的な配線状況の表示により、許容量以上の電力利用や、多重度の高いた
こ足配線による漏電・発火の危険を未然に防ぐことができる。
【符号の説明】
【００３６】
１０１…配線接続ネットワーク表示端末、１０２…配線接続ネットワーク端末の表示部、
１０３…配線接続ネットワーク端末のデータ処理部、１０４…配線接続ネットワーク端末
の送受信部、１０５…配線接続ネットワーク端末のＰＬＣモデム、１０６…配線接続ネッ
トワーク端末の表示処理部、１０７…配線接続ネットワーク端末の操作部、１０８…配線
接続ネットワーク端末の起動スイッチ、１０９…配線接続ネットワーク端末のコンセント
口、１１０…配線接続ネットワーク端末の接続プラグ、１１１…警告機能付きテーブルタ
ップ、１１２…警告機能付きテーブルタップの接続プラグ、１１３…警告機能付きテーブ
ルタップの起動スイッチ、１１４…警告機能付きテーブルタップのデータ処理部、１１５
…警告機能付きテーブルタップの送受信部、１１６…警告機能付きテーブルタップの表示
部、１１７…警告機能付きテーブルタップのＰＬＣモデム、１１８…警告機能付きテーブ
ルタップの表示処理部、１１９…警告機能付きテーブルタップの記憶部、１２０…警告機
能付きテーブルタップの使用電力量測定部、１２１…警告機能付きテーブルタップのコン
セント口、１２２…警告機能付きテーブルタップの電源スイッチ、１２３…補助プラグ、
１２４…補助プラグのコンセント口、１２５…補助プラグのＰＬＣモデム、１２６…補助
プラグの送受信部、１２７…補助プラグの使用電力量測定部、１２８…既存のテーブルタ
ップ、１２９…既存のテーブルタップのコンセント口、１３０…既存のテーブルタップの
接続プラグ、１３１…機器Ａ、１３２…機器Ａの接続プラグ、１３３…機器Ｂ、１３４…
機器Ｂの接続プラグ、２０１…コンセント口番号、２０２…コンセント利用状態、２０３
…電源スイッチＯＮ／ＯＦＦ状態、２０４…機器情報、２０５…最大電力使用量
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